
反骨の農民文学作家 農民解放運動家

山田多賀市（やまだたかいち）堀金（ほりがね 三田 田尻）出身

〈活躍した時代〉１９０７年（明治 40 年）～１９９０年（平成２年）享年８２歳
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～生涯を貫く反骨精神～
農民運動や反戦運動で留置場に入れられていた多賀市は、

戸籍を自ら消すことを思いついた。銃殺刑を覚悟しての反
戦行動だった。１９４３年、友人の医師に死亡診断書をも
らい、肺結核で死亡したと記入し、故郷の三田村に郵送し
た。役場からは火葬儀証明か、埋葬証明を送れといってき
たのだが、その後の甲府空襲を経て受理されることになっ
た。平成２年、多賀市が本当に死亡したときに、妻をはじ
め家族は裁判所に行くなどして処理が大変だったという。

○農民文学の担い手
・農民の生活を描いた小説「耕土」は長塚節「土」、和田伝「沃土」と並んで「日本農民文学土三部作」と呼ば
れている。

・日本農民組合青年部員として農民解放運動に参加活躍。
・農業技術雑誌「農業と文化」「農政と技術」「農民文学」を発行し、編集長を10年間務めた。
○作家たちとの出会い ～プロレタリア作家の流れを汲んで～
・プロレタリア作家の本庄睦男（1905～39）を通して、多賀市は開眼。「古今東西の万巻の書を読み、自分
の背丈くらい原稿用紙を書いてみる」ことを本庄から指導された。師である本庄も弾圧を受け、ともに結核
に苦しんだ。

・プロレタリア作家、葉山嘉樹（1894～1945）の影響。
伊那谷の発電工事場で働いていた多賀市は帳付けをしていた葉山と出会い、影響を受けたといわれている。
小説「雑草」に葉山は登場する。しかし、働いていた期間が合わないという研究者の指摘があり、実際に労
働をともにしたかは未詳。
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第16回芥川賞候補作品「生活の
仁義」も奴婢文学の一つである。


